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      ２０１６年12月        ８１号 

  

≪総会報告≫ 

 

財政縮小で奨学生枠を削減 

支援広げるにはネットＰＲ 

     高齢者の"手習い″に挑戦    

 

カンボジア教育支援基金（KEAF-Japan）は 10

月 30 日（日）午後、東京・新宿の東京ボランティ

ア・市民活動センターで第 18 回総会・理事会合同

会議を開き、事務局提出の16年度（2015.9∼2016..8）

の活動報告と財政報告、および 2017 年度（2016.9

∼2017.8）活動計画と予算を承認ました。 

総会には理事会、

事務局、会員、支

援者グループから

委任出席 38 人を

含めて 63 人が出

席しました。議論

が集中したのは、

新しい会員や支持

者を広げるために

私たち高齢者が不

得意なネット活用

に取り組もうとい

うことでした。こ

の問題に絞って報

告します。財政報

告は 3頁、予算は4頁に掲載しました。 

 

「高齢化」と「円安」 

KEAF-Japan が今の組織を整えて活動を開始し

たのは2007年夏。この17年度で10年目にはいり

ました。「１人でも多くの子どもに教育の機会を」を

モットーにカンボジア農村の子どもたちへの教育支

援を少しずつ拡充してきたのですが、会報を通して

お知らせしてきた通り、2014年に入ったあたりから

支援プログラムを縮小せざるを得なくなっています。   

その理由は KEAF の高齢化という大きな背景に

よる漸進的な財政規模の縮小に加えて、不明なこと

に全く想定しなかったアベノミクスによる急速な円

安でドル建ての奨学金支出が 50％増になったとが

あります。 

このために 15 年度から奨学生（高校生、教員養

成所学生、大学生）の枠を凍結し、16年度は新規大

学生を 1 人に絞って全体を 5 人とし、年額 500 ド

ルを 400 ドルに削減せざるを得ませんでした。17

年度（6月面接で決定）の高校奨学生は 15-16年度

から30人減らして145人にしました。 

 

「サッカー教室」リポート作成 

こうした状況を食い止めて支援を継続し、さらに

拡大していくには、広く若い世代に支援者を増やす

ことしかありません。

出席者の中で唯一の若

者で、ホームページ再

開を担ってくれる小泉

裕之さんが真っ先にこ

う発言しました。「会報

には KEAF の素晴ら

しい活動が載っている。

あれを広く知ってもら

えれば支援者が増える

と思う。それにはホー

ムページをもっと活用

し、さらにフェースブ

ックやツイッターも使

って KEAF の活動を

もっと広くＰＲしましょう」。 

「エェー、それって、どうすればいいの・・・」が

最初の反応でしたが、小泉さんの手助けで「老いの

手習い」を始めることになりました。手始めに年末

に予定している「サッカー教室」のネットPR用の

写真リポートを作成することにしました。 

▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬ 

KEAＦシニアツアー募集中 

カンボジア・ベトナム８日間の旅 

   2017年1月16日－23日  

申し込みは最後８頁をご覧ください➜ 
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 支援高校が統一試験で好成績 

  トップAが4人、Bは47 人も  

      前期の奨学金を届けました 

 

 17 年度奨学金の前期分は岡宮さんと久保田さんが

10月４日出発、９日帰国の日程で現地に行き、届けて 

きました。この訪問で嬉しい話がいくつかありました。

初めは支援している

４つの高等学校が

16年度の高卒・大学

進学資格試験で揃っ

ていい成績を上げた

ことです。 

 成績はA,B.C.D,E

が合格で、Aは普通

は州全体で１桁しか

いないそうですが、

コンポントウラバイ、

プレアンドウン両校

で２人ずつの４人も

出たのです。州都に

あるプレアンドウン

高校に併設のような形で貧困家庭の子女のための特別

高校があって、KEAFは間接的に支援しているのです

が、ここからはAが４人、40 人の生徒が全員合格だ

ったとのこと。この

学校は中国、韓国、

インドが支援してい

るそうです。 

  

KEAF奨学生 

が中国留学 

４校を合わせると

Ｂは 47 人もいまし

た。プロモルプロム

にはAはいないので

すが、Ｂが３人でい

ずれも KEAF の奨

学生でした。KEAF

奨学生は各校で合格

しているそうです。    

プロモルプロム高校の３人のＢのうち２人は中国

の大学に留学することが決まったと、校長先生は嬉し

そうでした。中国は今年は全国から120人の奨学生を

受け入れる計画と聞きました。 

中国はカンボジアの経済、政治に影響力を強めてい 

ますが、学校教育にも力を入れ始めていることがわか 

りました。日本はどうしているのかなと気になります。

KEAF の奨学金で学んでいい成績を収めた生徒が中

国に取られるというのも納得しがたいですね。 

州都プレイヴェンにあるアスペカ養護施設に教材

や学用品を持って行ったところ、州教育委員会からの

KEAF宛の額入り感謝状を手渡されました。ありがた

く頂戴しました。 

 

凸凹道は 

バイクタクシー 

プロモルプロム高

校からさらに7∼8キ

ロのバンティチャク

ライ中学と、そこか

らまた4キロのソン

ポーン小学校に教材

や学用品を届けまし

た。その先４キロの

プレイトープ小・中

学校への道路は雨季

にでこぼこにされ、

ソンポーン小学校の

校長先生や近所の若者のバイクタクシーでの往復とな

りました。 

最近は道路も大分よくなり、乾季には車で行ける 

ようになっていた

のですが、雨季の

雨量が多いとこう

なります。国道 1

号線から6∼7キロ

入るプラテアート

中学への道も車は

だめでした。案内

のソワンさんが携

帯電話で連絡をと

り、バイク通勤の

2 人の先生に国道

の入り口まで出て

きてもらい、奨学

金を託しました。 

 

（写真）上は岡宮さんから奨学金を受け取る教員 

養成所奨学生。カンボジアでは両手を合わせて挨拶 

します。下はベトナムとの国境の川。対岸がベトナ 

ムです。ソンポーン小学校から南へ10キロ。地元 

民は短期ならビザなしで出入りしています。 





カンボジア教育支援基金（KEAFJAPAN)
2017年度　予算
（自　2016年9月1日　至　2017年8月31日）

(円）
 収　　　　　入 支　　　　　　　出

科目 予算 科目 予算
I. 一般支援活動 1,001,000 I. 一般支援活動 970,000
　年会費 312,000   教材支援 150,000
　寄付カンパ 765,000   支援活動費 490,000
＊IV.教育支援へ充当 △ 76,000   事務局運営費 330,000

II. KEAF奨学金 200,000 II. KEAF奨学金 867,000
　奨学金 200,000   高校生(@$50×145人) $7250 790,000

  教員養成(@$100×7人）$700 77,000

小計 (I + II) 1,201,000 小計 (I + II) 1,837,000
III. 楓大学奨学資金 0 III. 楓大学奨学資金拠出 184,000

  大学生(@$400x4人）$1600 184,000

IV. 教育支援 223,000 IV. 教育支援活動 223,000
 サッカー教室支援(外部） 147,000   サッカー教室 223,000
＊一般支援より充当 76,000

収 入 合 計 1,424,000 支 出 合 計 2,244,000
収入‐支出 (820,000)

4

(円）
Ⅰ一般支援活動 II. KEAF奨学金 III. 楓大学奨学金 IV. 教育支援活動 合計

前期繰越高 338,116 1,987,046 191,971 0 2,517,133
当期収入 1,077,000 200,000 0 147,000 1,424,000
他活動へ(から）充当 (76,000) 0 0 76,000 0
当期支出 (970,000) (867,000) (184,000) (223,000) (2,244,000)
次期繰越高 369,116 1,320,046 7,971 0 1,697,133

2017年度 活動基金増減表
（自　2016年9月1日　至2017年8月31日）
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        (東京)        (神奈川)         (千葉)         (千葉)         (千葉)         (東京)  

         (東京)         (東京)         (東京)         (東京)         (東京)         (東京)  

         (神奈川)         (東京)         (神奈川)         (東京)         (京都)         (神奈川) 

         (神奈川)         (奈良)         (東京)         (京都)         (福島)         (東京)  

         (東京)         (神奈川)         (東京)         (東京)         (神奈川)         (東京)  

         (神奈川)         (東京)         (東京)         (東京)         (東京)          (ドイツ)  

                 （埼玉） 

※お名前は個人情報なので伏せて掲載しています  

 ※写真つき奨学生紹介の５、６、７頁は個人情報保護のため省略 

◇物品の支援ありがとうございました 

✩       （東京）：トートバッグ 4 点、✩       （東

京）：ファイル用バッグ 10 点、✩       （東京）：Ｔシ

ャツ 1,000 着、✩       （神奈川）：ハンドバッグ、ト

ートバッグなど10点。 

  ・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・ 

  ≪カンボジア・ベトナム8 日間の旅≫ 

    2017年1月16日（月）ー23日（月）       

KEAFシニアツアーに参加しませんか 

    締切は12月15日（木）に迫っています。  

    申込み先:：日通旅行団体営業一課  

03-6256-0171  Fax 6212-1521 

ＫＥＡＦ    03-3418-7003   

             info@keaf-japan.com 

     

歴史と文化、民族の悲劇と栄光 

      豊かな自然と美味しい料理 

    KEAFが支援する農村の子どもたち 

▽料金 228,000円（2人１室、1人部屋追加48,000円） 

▽日程 ✩出発:2017年 1月 16日（月）10:00成田発ベ

トナム航空 VN311 便で出発、ハノイで乗り継ぎ VN835

便で19:40シエムレアップ着。２泊ののちプノンペン、ホ

ーチミンにそれぞれ2泊。✩帰国：ホーチミンからVN300

便の機中泊で23日（月）7:45成田帰着の8日間。 

▽訪問先 ✩シエムレアップ:アンコールワット、アンコ

ールトムなどの遺跡群の観光と、伝統の宮廷ダンス鑑賞、

水上民族の村の訪問など。ホテルはソカ・シエムレアップ。 

✩プノンペン：王宮、博物館、カンボジア戦争取材中に

亡くなった国際ジャーナリスト慰霊碑など。KEAFが支援

するプレイヴェン州農村を訪ねて子どもや先生たちと交流。

ホテルはカンボジアーナ。 

 

ライ王坐像（アンコール遺跡群の象のテラス） 

 

✩ホーチミン：ベトナム戦争終結の舞台となった旧大統

領官邸、戦争博物館、ドンコイ通りのショッピング。戦争 

中、米Ｂ52爆撃機のじゅうたん爆撃を耐え抜いたゲリラの

地下トンネル基地や、メコンデルタのクルーズでタイソン

島のミツバチ農園も訪問。 

✩帰途：22日ホーチミンで夕食を済ませた後、23日（月）

0:40発ＶＮ300便で帰国へ。7:45成田着。  

 

（全日空の成田－プノンペン直行便が9月に開通、訪問 

先のオプションが広がり、滞空時間も短縮されると期待 

しました(会報80 号)。しかしベトナム、カンボジア回遊 

便はベトナム航空しかなく、往復全日空便利用は割高に 

なるので、前回ツアーを踏襲する旅程になりました）。 

あ り が と う ご ざ い ま し た（2016年8月31日～11月27日） 

年会費、寄付金、奨学金を振り込みくださった方々に心からお礼申し上げます（敬称略させていただきます） 


